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令和７年第２回定例会 建設環境委員会 委員長報告 

 

ご報告申し上げます。 

今期定例会において、建設環境委員会に付託された案件は議案６件です。 

その審査の結果につきましては、議長に提出したものの写しがお手元に配付されてい

ると思いますので、ご参照ください。 

 

当委員会は、６月11日に関係部課長の出席を求め、現地での視察調査の上、慎重に審

査を行いました。 

これより付託表の順序に従い、審査の経過と結果についてご報告申し上げます。 

 

はじめに、議案第３３号 狭山市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

を改正する条例については、質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 

次に、議案第３４号 令和７年度狭山市一般会計補正予算（第２号）債務負担行為補

正については、質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

次に、議案第３５号 令和７年度狭山市下水道事業会計補正予算（第１号）について

申し上げます。 

○八潮市の下水道管の破損に起因すると考えられる道路陥没事故を踏まえ、国の補助金

が追加され、下水道管路の調査を実施するとのことだが、市民の関心が高いので、し

っかりと周知する必要があるが、その考えは。との質疑に、 

●契約締結後に、狭山市公式ホームページやＳＮＳ等で、調査時期、調査箇所等を公表

できるよう考えていく。また、調査結果の公表についても同様とする。との答弁。 

 

○調査の実施時期は。との質疑に、 

●調査の実施時期は、契約締結後、今年８月から１２月にかけて委託業者が管路の中に

入り、目視での調査を予定している。との答弁。 

 

○地中に埋設された管に人が入り目視検査をするということだが、暗い中での作業であ

り、8.5キロの長い距離となるので、安全対策や事故防止は、どのように進めるのか。
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との質疑に、 

●下水道管路へ入る際は、酸欠防止等の安全措置を施すほか、複数名で入り、有毒ガス

などを検査しながら調査を進める予定としている。との答弁。 

 

○調査で異常があった場合、工事に関しての国や県の補助はあるのか。との質疑に、 

●今回の補助金は、全て調査に充当するものであり、今後の腐食箇所などの修繕や工事

に関する補助金等について、国または県から具体的には示されていない。との答弁。 

 

他にさしたる質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

次に、議案第３６号 市道路線の認定について申し上げます。 

○市道に雨水浸透井を設置するにあたりその基準は。との質疑に、 

●狭山市宅地等の開発に関する指導要綱に定められている。また、浸透能力については、

降雨強度時間50ミリに耐えられるよう設置しており、設置場所や深さは開発現場ごと

に異なる。との答弁。 

 

他に質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 

次に、議案第３７号 市道路線の認定について申し上げます。 

○議案第36号の市道Ｆ第1267号線と比較し、総延長は、ほぼ同じだが、市道Ａ第1026号

線は、Ｌ型集水枡が少ない理由と設置要件は。との質疑に、 

●Ｌ型集水桝の設置数は、道路の地形や勾配、地下水位の高さにより検討し、もっとも

効率の良いところに設置しており、接する道路や宅地の高さにより位置を開発事業者

が検討し設置している。との答弁。 

 

他にさしたる質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

 

次に、議案第３８号 市道路線の認定について申し上げます。 

○市道Ｂ第753号線は、複雑な道路の線形であり、狭く感じるが、市道路線認定にあた

り、幅員について最低限の基準はあるか。との質疑に、 
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●道路の幅員は開発区域の面積により有効幅員が決まる。3,000平方メートル未満は最

低幅員4.0メートル以上、3,000平方メートル以上6,000平方メートル未満は4.5メート

ル以上、6,000平方メートル以上10,000平方メートル未満は5.5メートル以上となって

おり、市道Ｂ第753号線は開発区域面積が2,680.53平方メートルであるため最低幅員

は4.0メートルとなっている。との答弁。 

 

○市道Ｂ第753号線の終点の隅切りが片側だけだが、隅切りできなかった理由は。との

質疑に、 

●片側しか隅切りが取れない場合は延長を長く取ることにより、車の出入りの際の視野

等を確認して、安全の確保を取っている。なお、両側隅切りの場合は３メートル、片

側隅切りの場合は５メートルとなっている。との答弁。 

 

他に質疑なく、採決の結果、総員をもって、原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

 

以上、当委員会に付託されました議案の審査の経過と結果について申し上げましたが、

何とぞ慎重ご審議の上、当委員会の決定どおり、よろしくお願い申し上げ、報告といた

します。 

 


